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降海期におけるサケ殺魚の食性について

縄問健次郎・土屋 保

サケ人工ふ化放流事業における放流適期に関する基礎資料を得るために，前幸G1)ではサケ務魚、の降海

移動の状況を融雪期との関連において明らかにした。本報では，サケ資源の未利用河JlIである新潟

県能生)11を実験河JlIとして，問時期におけるすケ稚魚の食性について述べる。

材料および方法

食性の調査は，発限卵な移殖し人工ふイヒしたすケ殺魚を実験河川に放流し，放流地点から下流へ

約4Km，河口より上流約1.5Kmの地点にトラップを設置し，サケfíi~魚を採j'1fì し，関内容物含検索し

~~~n 1) 
た。汚川内のトラップの配置は副議 と間じであり，設置位寵を関-1に示す。

[き1-1 トラ yプの設置位置

叶

~fヰー- 21.6m 

1/1;;: 1 

}IIの流れ↓ll''lv-'u，"nv 

11 .3 r.L→戸5.1m 一門i
;({i. 2 Ao.3 Aii 41 

サケ稚魚の放流は 19 7 4年4月る日午前?時から 11 a寺までに行ない，紙魚の採捕は以後4時

間毎に， 7日午後5時まで続けた。放流稚魚の大きさは平均体長4.2cmJ同体護0.9iIであった。

採tn)時の河}II環境については，気品・ 7J(.1，昆・謹度および流速を観測した。

結果および考察

放ちit務上魚採捕時のM}II環境な表-1に示した。 jllの中心部のトラ yプ必2およびJfo.3の位置は，

}II岸部のトラップAo.1およびAo.4のそれと比絞して，流速において約2倍，水位において 1.0 .....， 

1.5倍の深さがあった。
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33-1 恕i主語夜結果

流 速 水 位
観測時亥1] 天候 気混 水温 濁度

トラップ トラップ トラップ トヲ4ツプ トラ1ップ トラ yプ ~7 ::tプ トラ yプ
1 2 3 2 3 4 

4月6B 15:00 時 14.0 7.7 59.9 0.5 1.0 1.3 0.4 34 40 58 38 

19:00 時 6.5 4.0 49.2 34 36 る5 38 

23:00 時 3.6 3.2 28.7 0.6 1.2 0.8 0.4 34 40 62 35 

7B 3:00 時 3.6 3.5 34.4 25 36 60 36 

7:00 官庁 9.8 4.2 14.8 0.5 1.0 1.2 0.4 20 35 42 30 

11:00 時 14.7 8.0 19.6 22 36 50 36 

15:00 重量 13.2 6.1 62.9 0.4 1.1 29 36 73 37 

採摘したサケ稚魚の内容物の調査結果を表-2に示す。

表-2 時簡毎;こ採tiiiしたサケ稚魚の関内容物

採捕時刻 採街地点 調資尾数 空間魚足数 E同g 内 げイ士叩 物

15: 00 中心部 1 3尾 1 1 Ji喜 ユスジカ幼虫(2)

JlI 部E 8 ユス Yカ幼虫(3) カグロウ(3) 不明日)

19:00 中心部 13 3 ユスリカ幼虫(9) カゲロワ(3) カワグラ(1)

111 J学部 12 る ユスリカ幼虫(6) ユスリカ塙(2) カグロワ(2)

23:00 中心部 10 4 ユスリカ幼虫(5) カグロク(l) カワグラ(1)

111 岸部 G ユスリカ幼虫(1)

3:00 中心部 12 7 ユス Pカ幼虫(3) ユス Yカ蛤(1) カゲロク(2)

JlI 岸部 る カワグラ(1) トピケラ(1)

5 ユスリカ幼虫(2) カグロク(2)

7:00 中心部 10 7 ユスジカ幼虫(2) ユスリカ縞(1) カグロク(2)

)11岸部 ヰ ユスリカ幼虫(1) ユスリカ弱lJ(1l カグロワ(2)

11 : 00 中心部 6 5 ユスジカ幼虫(1) カグロク(2)

)11岸部 5 1 ユスリカ幼虫(4) ユス日カ総(1) カグロク(2)

15:00 中心部

)11 岸部 10 。ユス 3カ幼虫(6) カグロク(7)
〈湾内容物の項での()内のき次値は捕食していたすケ稚魚の尾数そ示す。)
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湾内容物よりさナケ ffi'魚はユスリカの幼虫を主休として水~1ミ比五ゑ訟をt異例していた。この結果は小

2) 
林ら の報告と一致している。

各時間毎lζ採捕したサケ稚魚の胃内容物から判断した摂鰐の状況は，昼間も夜間もユスリカの幼

虫を食し，雨時間帯での稲異は認められなかった。とのことについて小林3)はサケ稚魚の摂鰐行動

は持海移動時に活発になるという関係があることを報告している。 l前報 1)では融雪期のすケ稚魚の

符海移動は夜も昼もi河撲に行なわれていることを明らかにした。したがって，本研究で得られた摂

餌:の状況と降海移動との関係も小林3)の報告と一致している。

著者ら4)は食客魚、クキゴリの索鰐行動時簡帯が夜開であると報告した。前報および本研究では融

雪期には，サケ稔魚は昼間も夜間と悶様にi深海していることがわかったので，今後融雪期における

放流法・の有効性そ検討する必要があると考える。

要 約

(1) 認tl!~雪郊におけるすケ稔魚の食性について新潟県能生}lHこて， 1974 fF- 4 月 6 ・ 7 日に調査を

行なった。

(必 ずケ稔魚、はユスリカの幼虫を主体主し，水生昆虫を摂併していた。

(3) ナケfili魚は忍・夜間とも摂餌を行なっていた。
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